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開発者に必要なスキル
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ハードスキル ソフトスキル

体系だった知識 ヒューマンスキル

理論・手法・ツール 自己および対人関係に関するスキル

定量化可能 定量化が困難

コードを作成するために， 
ハードスキルとソフトスキルに優れた開発者が求められている



ハードスキル
• ハードスキルはコーディングの習熟度に貢献する可能性が
高い 

コーディングの習熟度を向上させるためのツール[1][2] 

• 絶えず変化していくIT業界の中で… 
どのようなハードスキルが必要か？ 

どのハードスキルに投資すれば良いのか？
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[1]J.Bishop,R.N.Horspool,T.Xie,N.Tillmann,andJ.deHalleux,“Code hunt: Experience with 
coding contests at scale,” in 37th IEEE/ACM In- ternational Conference on Software 
Engineering, ICSE 2015, Florence, Italy, May 16-24, 2015, Volume 2, 2015, pp. 398‒407. 
[2] N. Tillmann, J. de Halleux, T. Xie, and J. Bishop, “Pex4fun: A web- based environment 
for educational gaming via automated test genera- tion,” in 2013 28th IEEE/ACM 
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CA, USA, November 11-15, 2013, 2013, pp. 730‒733.



目的とアプローチ
• 目的 

どのようなハードスキルがコーディング能力に貢献する
か調査 

• アプローチ 
15人に対するインタビュー，および340人の開発者に
Eメールによるアンケート調査
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ハードスキルの分類
1. 一般的なコーディングスキル：(例)効率的なコードの書き方，文書化されたコード 

2. プログラミング言語とインフラ：(例)複数言語の習得 

3. リファクタリングと再利用：(例)再利用可能なコードの抽出 

4. 要求工学：(例)要件からのモデル抽出，要件に応じた正しい機能実装 

5. ソフトウェア設計：(例)モジュール設計に従った機能実装 

6. 理解と学習：(例)短期間での既知コードの理解，新しい言語の早期学習 

7. 環境との相互作用：(例)複数のIDE・OSでの作業，バージョン管理システムの操作 

8. バグの予防と修正：(例)迅速かつ正確なバグ修正 

9. 見積もり：(例)コード実行に必要な時間コストの見積もり

 5 ※著者らはさらに9分類を38のコーディング能力スキルに分解(RQ1参照)



調査対象者
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15人のインタビュー対象者[3]

[3]“How practitioners perceive coding proficiency: Appendix,” 
https://goo.gl/56fZNj, 2018.

• 中国のIT会社３社から最終的に15人がイン
タビュー対象 

ソフトウェア開発の習熟度 

コーディング能力の重要性と向上のため
の方法 

• 15人に対するインタビュー結果をEメールで
アンケート調査 

各スキルに対してLikert Scoreによる  
5段階評価(全く重要でない～非常に重要) 

340人から回答を取得

https://goo.gl/56fZNj


リサーチクエスチョン

1. 開発者はコーディング技能スキルをどのように認識して
いるか？ 

2. 開発者が重要と考えるコーディング能力のスキルは何
か？ 

3. 開発者が特定のコーディング能力のスキルを重要と認識
する根拠は何か？
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RQ1:開発者はコーディング技能スキルを 
どのように認識しているか？
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Likert Scoreの平均値



RQ1:開発者はコーディング技能スキルを 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Likert Scoreの平均値



RQ1:開発者はコーディング技能スキルを 
どのように認識しているか？
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Likert Scoreの平均値



• テスト担当者は，コーディング技能のスキルを他の開発者
やプロジェクトマネージャーよりも重要だと考えている 

• プロフェッショナルな開発者は，オープンソースの開発者
よりもコーディング技能のスキルを重視している 

• 学歴レベルが高い開発者は，コーディング技能スキルをよ
り重視している
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RQ1:開発者はコーディング技能スキルを 
どのように認識しているか？



RQ2:開発者が重要と考える 
コーディング能力のスキルは何か？

• Scott-Knott Effect Size Difference (ESD) 検定を適用 

38のスキルそれぞれで算出されたLikert Scoreの平均値
を統計的にランク分割 

9段階に分割 

ESD検定では，”わからない”と回答したものは除外
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RQ2:開発者が重要と考える 
コーディング能力のスキルは何か？
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重要度　高



RQ3:開発者が特定のコーディング能力の
スキルを重要と認識する根拠は何か？

• 複雑なコーディングタスクを小さなタスクに分割(S18) 
開発者が複雑な問題を解決するのに役立つ 

開発者が再利用可能で保守可能なコードを作成できる 

チームメンバー間でタスクを効果的に分配することをサ
ポートする 

• 特に単体テストを実施する際に必要な作業
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最高ランクのスキル



RQ3:開発者が特定のコーディング能力の
スキルを重要と認識する根拠は何か？

• レガシー言語を習得する(S7) 
全ての開発者が必要なスキルではないと回答 

コーディング業務の大部分でレガシー言語は必要とさ
れない 

新しい技術の習得に時間を努力を割くべきで，レガシー
言語の習得は新しい技術のスキル向上に役立たない
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最低ランクのスキル



RQ3:開発者が特定のコーディング能力の
スキルを重要と認識する根拠は何か？

• 文書化されたコードを書く(S3) 
賛成者 

再利用可能，新人の参加促進，プログラム進化の支援 

反対者 

コードが明確に構造化されていて開発者が把握できて
いるなら必要なスキルではない
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意見が分かれたスキル



まとめ

• 15人にインタビュー，340人にEメールでアンケート調査 

コーディングの習熟度に関する調査を実施 

• 9カテゴリ38のコーディング能力のスキルに分類 

それぞれのスキルの重要度を評価 

評価の論理的根拠を示した
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所感
• ソフトウェア工学で行われてきた研究に対して，実際の開
発者がどう考えているのかがわかった 

多くの人から調査しているので，信頼度が高そう 

たまにスキルに対する考え方の違いが見られて面白
かった 

• 日本がすごく遅れている… 

レガシー言語は学ばなくて良いと他国は考えているよ…
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付録
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Likert Scale
• アンケートなどで使用される心理検査的回答尺度の１種 

提示された文に回答者がその程度合意できるかを回答 

肯定的反応や否定的反応を測る 

• 5段階，7段階，９段階の尺度が存在 

• 単独の項目の回答は順序尺度データとして扱い，ノンパラメトリック
な検定で分析する 

5段階程度では，隣接する選択肢の間隔が等間隔であると感じられ
るかが不明であるため
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Scott-Knott Effect Size 
Difference (ESD) 検定[4]

• TantithamthavornらがScott-Knott 検定[5]を改良 

Scott-Knott testは正規分布に従うことが前提 

正規分布に従わない場合は使用できない 

• 入力データセットの非正規分布を修正するESD検定を提案 

階層的クラスタリングを利用して，一連の処理手順を統
計的に異なるグループに分割
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[4] C. Tantithamthavorn, S. McIntosh, A. E. Hassan, and K. Matsumoto, “An 
Empirical Comparison of Model Validation Techniques for Defect Prediction 
Model,” IEEE Transactions on Software Engineering (TSE), 2016. 
[5]A. J. Scott and M. Knott, “A Cluster Analysis Method for Grouping Means 
in the Analysis of Variance,” Biometrics, vol. 30, no. 3, pp. 507‒512, 1974.


